
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成22年2月17日発行  NO.1919 第2047例会　　会長　鈴木　恭一　　幹事　古西　弘和　　会報担当　伊藤　元雄

Ｉ.Ｍ.（於 サンライズ九十九里）

平成22年2月17日（水）

  　   Ｉntercity Ｍeeting　プログラム
13：30　受付・登録
 　司会進行　　　　ガバナー補佐幹事　長谷川正行
14：00
   点    鐘　　　　　　ガバナー補佐　四之宮由己
 　国歌斉唱「君が代」
 　ロータリーソング「奉仕の理想」
 　開会のことば　　　　　実行委員長  斉藤　幸男
　 来賓及びリーダー紹介
　　　　　　　　　　 　ガバナー補佐　四之宮由己
 　歓迎のことば　　　　大網ＲＣ会長　倉持　安幸
　 町長あいさつ　　　　大網白里町長　堀内　慶三
 　ガバナー補佐あいさつ
             　　　　　ガバナー補佐　四之宮由己
 　リーダー挨拶（ロータリーとテーマについて）
　　　　　　　　　　 パストガバナー  杉木  禧夫

　　　　　　　　休　　　　憩
15：00
  講演者紹介　　　　　　ガバナー補佐　四之宮由己
　基調講演　「二宮尊徳の思想」
　　　　　　　　　報徳博物館理事長　　草山　　昭
　花束贈呈　　　　　　茂原東ＲＣ会長　大矢　礼子
16：30
　直前ガバナー補佐に感謝状贈呈
　　　　　　　　　　　　ガバナー補佐　四之宮由己
　直前ガバナー補佐あいさつ
　　　　　　　　　　　　　茂原中央ＲＣ　進藤義男
　次年度ガバナー補佐並びに会長幹事紹介
　　　　　　　　　　　　ガバナー補佐　四之宮由己
　次年度ガバナー補佐挨拶
　　　　　　　　　　　　東金ﾋﾞｭｰＲＣ　小川　秀二
　次年度会長幹事紹介　　東金ﾋﾞｭｰＲＣ　小川　秀二
　次年度ホストクラブ会長挨拶
　　　　　　　　　　　　東金ﾋﾞｭｰＲＣ　関口　昌秀
　閉会のことば　　　　　大網ＲＣ幹事　望月　昭宏

　　　　　　　　懇 　親 　会
 　　　　　司会進行　　　副実行委員長　石田　英世
17：00
　開会のことば　　 大網ＲＣ次年度会長　佐藤　廣子
  ガバナー補佐あいさつ 　ガバナー補佐　四之宮由己
　乾杯　　　　　　 次年度ガバナー補佐　小川　秀二
　歓談
　中締め　ﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸﾞ「手に手つないで」
18：00
　閉会のことば　　 大網ＲＣ次年度幹事　板倉　孝雄

成田空港南ＲＣメンバー

四之宮ガバナー補佐 杉木パストガバナー

堀内大網白里町長 行木次年度幹事(成田空港南RC)



　　「 二宮尊徳の思想 」

　　講師 ： 報徳博物館理事長　　草山　　昭 氏

基調講演

草山　　昭　略歴

【学歴】

昭和42年 3月　青山学院大学法学部私法学科卒業

昭和43年 3月　国學院大学神道学専攻科卒業

【職歴】

昭和43年 4月

　宗教法人　報徳二宮神社　禰宜就任

昭和61年 6月～平成20年11月

　宗教法人　報徳二宮神社  宮司

昭和61年 6月～平成20年11月

　宗教法人　箱根湯本白山神社　宮司

　宗教法人　箱根湯本熊野神社　宮司

昭61年 6月～平成10年 6月

　宗教法人　相模大野報徳二宮神社　宮司

【役職】

昭和43年 5月～昭和55年 9月

  財団法人 報徳福運社　理事

昭和60年 4月

　財団法人　報徳福運社　報徳博物館事務局長就任

昭和61年 6月

　財団法人　報徳福運社　常務理事就任

平成10年 7月

　財団法人　報徳福運社　報徳博物館館長に就任

平成15年 4月～

　国際二宮尊徳思想学会　理事長

平成21年 5月～

　財団法人　報徳福運社　理事長

二宮尊徳の書籍より一部抜粋

○天地自然の恵みを知る

　金次郎が母と死別したのは16歳の時のことでし

た。二人の弟―友吉と富次郎―は母方の川久保家

に引き取られ、金次郎は隣りに住む伯父の万兵衛

の家で暮らすことになりました。彼は朝早くから

夜遅くまで一生けん命に働きました。万兵衛は

けっして悪い人ではなかったのですが、居候の金

次郎としては、居心地のよい生活ではなかったよ

うです。夜遅く行灯の明りで好きな読書をしてい

ると、「百姓には学問などいらない。だいいち、

油がもったいない」といって叱られました。

　伯父さんの油を使うのがいけないのなら、自分

で油を作る工夫をしよう、と彼は考えました。友

人からひと握り（約５勺）の菜種をもらい、近く

の仙了川の土手に植えました。やがて７升余りの

油菜が取れました。それを油屋で油に換えてもら

い、夜の読書を続けました。同じころ、近所の人

が田植えの時に使い残した使い捨て苗を拾い、そ

れを家の近くの水溜りに植えつけたところ、秋に

は１俵余り（約60キロ）の米を収穫する事ができ

ました。

　この二つの出来事は、金次郎にとって大きな発

見でした。天地自然の恵みを知ることになったの

です。天地自然は暴風や洪水、日照り、冷害など

の災害をもたらしますが、一方では豊かな実りも

もたらしてくれるのです。天地自然の恵みと厳し

さ、その中で生きる人間のあり方、人間が幸せに

生きていくために、人間は自然とどうかかわるべ

きか、人間同士はどうあるべきか、これがその後

の二宮金次郎の生涯を通してのテーマとなったの

です。

○小を積んで大と為す

　菜種と捨て苗の出来事は、もう一つの大きな教

訓を与えてくれました。「小を積んで大と為す

（積小為大）という教訓です。ひらたくいえば”

チリも積もれば山となる”ということです。わず

かな菜種や捨て苗も大切にして、小さな努力も怠

らずに積み重ねていけば、やがて大きな収穫が得

られるのです。尊徳は、この教訓を自ら実践し、

人々にも勧めました。

　晩年に尊徳が弟子達に語った教訓を、後に明治

時代になって、弟子の一人、斎藤高行が『二宮先

生語録』という本にまとめていますが、その中

で、尊徳は次のように語っています。



クラブ名
東金 東金商工会議所内４Ｆ 火

0475-55-1101
大原 いすみ市商工会 木

0470-62-1191
大網 中部コミュニティセンター 水

0475-73-3337
東金ビュー 東金ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰｻﾝﾋﾟｱ

3Fｻﾝﾋﾟｱﾎｰﾙ 0475-54-3511

成田 成田ビューホテル内
0476-32-1111

銚子 銚子商工会議所内 水
0479-23-0750

旭 ヒューマンプラザ黄鶴内 金　12：30～13：30
0479-63-0007

八日市場 千葉興業銀行八日市場 火   12：30～13：30
支店　　 0479-72-1561 第2 18：30～商工会館2F

多古 多古町ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ
２Ｆ　　　 0479-76-7811

成田 ホテル日航成田内
ｺｽﾓﾎﾟﾘﾀﾝ 0476-32-1144

12：30～13：30

夜間例会18：30～20：00

第1･3･5週 19:00～20:00

夜間例会18：30～20：30

12：30～13：30

金

水　12：30～13：30

12：30～13：30

例　会　場 例会日時

12：30～13：30

12：30～13：30

12：30～13：30

木 第2･4週 12：30～13：30

火

「大事を成し遂げようと思う者は、まず小事を務

めるがよい。大事をしようとして、小事を怠

り、”できない、できない”と嘆きながら、行い

やすいことを務めないのは小人の常である。およ

そ小を積めば大となるものだ。一万石の米は一粒

ずつの積んだもの、一万町歩の田は一鍬ずつを積

んだもの、万里の道は一歩ずつ重ねたもの、高い

築山ももっこ一杯ずつを積んだものなのだ。だか

ら小事を務めて怠らなければ、大事は必ず成し遂

げられる。小事を務めずに怠る者が、どうして大

事を成し遂げることができようか」（302章）

「土地を耕すには、一度に一鍬ずつ掘り起こすの

が限度である。いくら力のある人でも、一度に二

桑ずつ掘り起こすことはできない。もし無理にそ

んなことをしようとすれば、農具をこわすばかり

でなく、体も傷つけてしまう。大昔このかた、土

地の良し悪しはあり、耕し方の速い遅いはあって

も、一鍬一鍬掘り起こしてだんだんに進むという

限度を超すことはできない。こうして一鍬一鍬だ

んだんに進んでゆきさえすれば、一畝から十畝に

なり、百畝から千畝に及び、天下の田畑をことご

とく耕しつくすことができるのだ」（108章）

○蓄財にも手腕をふるう

　若き日の金次郎の話に戻りましょう。彼は２年

ほどで伯父の家を出ました。その後は、名主の岡

部家など、いくつかの家に住み込んで働きまし

た。日雇い稼ぎにも出ました。給金が溜まると、

手放した田んぼを買い戻していきました。二十歳

の時、自分が生まれた家の跡地に小さな小屋を建

てて、そこを一応の生活の本拠とすることにしま

した[尊徳が生まれたときの家屋は、一家離散のと

きに他人に買い取られ、解体されて他所に移され

ていました］。

　この頃から、村から約２里（約８㌔）ほど南に

ある小田原の町へ出かけていくことが多くなりま

した。野菜や薪などを売りにいくことが主な目的

でしたが、そのうち商人や武士の家に立ち寄っ

て、いろいろなことを見たり聞いたりするように

なりました。商人の家では、ソロバンや大福帳の

つけ方などを熱心に勉強しました。もともと器用

で几帳面で勉強熱心な金次郎は、かなりいろいろ

なことを習得しました。そのことが後で大変役に

立ちました。

☆ 近隣クラブ例会日 ★

小沼孟会員（86歳）が2月8日に

お亡くなりになりました。

ご冥福をお祈りします。

２月13日告別式が行われました。

　　ロータリー歴

　　　　1966年10月　　入会

　　　　1975年～76年　幹事

　　　　1979年～80年　会長

　　　　1982年　ポール・ハリス・フェロー

訃報

例会日 会員数 出席

2月17日 40 40

MU ％

0 100.0

☆ 欠席をしたらメークアップをしましょう ★

出席報告



熱唱　倉持大網ＲＣ会長

2009～2010年度
国際ロータリー第2790地区　第6分区

ＩＮＴＥＲＣＩＴＹ　ＭＥＥＴＩＮＧ
テーマ「偉人から学ぶ道徳と経済」

乾杯　小川次年度ガバナー補佐（東金ビューＲＣ）

四之宮ガバナー補佐を囲んで

親 睦 会


